
検体ラベル印字システムは、検査業務に伴う様々なミスを防止します。 

 検査業務に伴うミスを防止 

業務開始時にシステムを起動すれば、自動でラベルが発行されます。電子カルテからの検査オーダー情報をもと
に検体ラベルを出力するため、ラベル記入の手間がなくなります。 

 手間なくラベル発行 

検体ラベル印字システム 

検体ラベル印字システムは電子カルテからの検
査オーダー情報をもとに自動で検体ラベルの発
行を行うシステムです。 
検査業務に伴うミスを防止するため、専門的な知
識や経験がない看護師さんにも安心して採血を
任せることができます。 

自動でラベル印字 ラベル出力完了 

属性情報（カルテ番号、名前、年齢、性別） 

採取管 
（茶：生化学、紫：血算 など） 採取量 

電子カルテから検査オーダー 
診察室 

ラベル記載内容 

ラベル作成時のミス 医師の手書きオーダの読み間違えや検体ラベルへの転記ミスを防止します。 

採血時のミス 

検査センターの受付時のミス 

電子カルテの依頼オーダーから自動で必要な採取管、必要な採取量が印字される
ため、採取管の取り間違えや採取量が足りないといったトラブルがなくなります。 

検査センターでの受付時における手書きラベルの患者様のお名前の読み間違えを
防ぎます。 

検査依頼からラベル出力までの流れ 

手間なくラベルを発行、検査業務のミスを防止 

ラベルの出力 
電子カルテから
検査オーダー 

採血業務支援システム 


